
２００８年７月２７日主日礼拝   ≪洗礼式≫    
 

司  会            ①山本登兄                                                              ②新田兄        ③浜田兄     

奏  楽 

祈  祷                  ①石橋兄                         ②高木美兄          

 

賛  美     聖歌６４４番   （うたいつつ歩まん・４９８） 

                                                     （イエスは主・甦られた主） 

「３つの愛」 

         聖  書            ①                                                                    ヨハネによる福音書４章１０～１８節 

                                                                                  ②③ マタイによる福音書２０章２５～２８節 

                                                                              

  

音  楽          ①                                                  ＰＫ・Ｂａｎｄ 

                                                                                                                        ②③  鷲沢ファミリー 

                                                                                                                         

メッセージ             ①                                            ｢もしイエス様に褒められたら｣ 倉知契副牧師   

       ②③                                                                         ｢ガレー船の男たち｣ 大川従道牧師 
   

賛  美    「アメージング・グレイス」 （２２９・献金） 

頌  栄    「主はすばらしい」 アーメン     

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとう！熊谷志津姉（岩手・青年会）。 

・ 本日、アブラハム会、モーセ会、役員会あり。 ＊Ｊ．ＰＬＵＳは各会ごとの集まり。 

・ 本日「洗礼準備会」あり。受洗及び転入会希望者は必ず出席し学んで下さい。 

 

・ いよいよ｢ラブソナタ横浜｣です。祈りに祈って参加しましょう。（時間のある若者は帰り

の掃除、かたづけを手伝いましょう。）２９日（火）６：００ｐｍ。 

  チケットがないと入れません。小学５年以下はモニタールームになります。 

  聖歌隊もゴスペル員も、輝いて賛美して下さい。期待しています。 

・ 祈祷会は合流です。水曜夜はなし。水曜早天休み。木曜朝は１０時半より。 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は坪井師。 

・ 英語礼拝は､土曜夜６時５０分。説教は、Ｊ．Ｏｓｔｅｅｎ師（Ｖ：字幕あり）。 

・ ご婚約おめでとうございます。倉知契先生と添田めぐみ様。第３礼拝後。 
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石の枕  

 
 ある青年が、狩猟をしているうちに、だんだんと山奥に入り込み、やがて谷 
川に出た。そこには丸太でできた一軒の粗末な小屋があった。その小屋の前で、 
黒人の婦人が洗濯をしていた。彼女は､｢あまつ御国は、いと楽し｣（讃美歌 
４９０）を無心に歌っていた。青年は、その美しく、心のこもった歌にしばら 
くじっと聞きほれていたが、やがて歌っている婦人が盲目であることに気づいた｡ 
 彼はその婦人に近寄ってあいさつをすると、こう尋ねた。 
 「おばさんは、ほんとうに目が見えないのですか」 
 婦人は微笑みながら、こう答えた。 
 「私はごらんのとおりですよ。川も木も山も何もかも見えません。でも幸い 
なことに、天国は大変よく見えるのですよ」 
 その言葉に胸を刺された青年は、やがて救われ、洗礼を受けたという。 
 
 私の義母「関本ぶん姉」が、主のもとに召された。享年９２。天国のよく見 
える女性であった。 
 私がサンフランシスコの牧師になる前、３年間。私の２３才～２６才。そこ 
の深川ホーリネス教会の牧師であった。私だけではない。多くの牧師や神学生 
が経済的援助を受けた。貧しい時代、この義母のご馳走が最高のもてなしであ 
った。ある日、私にこう言った。 
 「あなたがこの教会の牧師に就任してから大切なことを２つ学んだ。それは 
絶対に日曜礼拝を守ること、什一献金をすること。それらを怠ることは、十戒の 
光に照らせば殺人やドロ棒や姦淫の罪を犯すことと同じだ」 
 この言葉は、２０代の若い牧師にとって、大きな励ましであった。 
 今の牧師は、私の後に就任して、４０年間もその教会に仕えられたことにな 
るのだが、ある日、病室で、義母に声をかけておられた。「お母さん！がんば 
って、祈っていますよ！」 
 私はショックであった。何故、一信徒に「あかあさん！」と呼びかけるのか。 
牧師曰く。４０年間、親もおよばぬ愛をもって、牧師家庭を支え祈って助けて 
くれたので、私たち夫婦は、いつも、関本さんを「お母さん」と呼んでいるの 
ですよ。胸があつくなった。私もひとこと。「お母さん！ありがとう！！」 

 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

A コース：使徒２７章～ローマ１３章  B コース：詩篇５０篇～６９篇 


